
令和2年度　重点目標 具体的目標 具体的取組事項 評価指標 生徒アンアンケート 保護者アンケート 教職員アンケート 取り組み状況と課題 評価 意見

１　授業や検定試験対策の充実 ・学び直し教材を有効活用

・家庭学習定着のための適切な課題や宿題の奨励

・各種小テストでの基礎学力の向上

・家庭学習時間調査の確実な実施 Ａ Ｂ Ｂ

・授業時数の確保と理解不十分な生徒への適切な支援 B
・検定の個別受験時の計画的な支援体制の確立

・高度資格取得への支援体制

・授業互見や授業アンケートにより、わかりやすい授業への改善

・生徒会の主体的活動への支援

・部活動に対する意識の向上と支援 出席率 Ａ Ａ Ｂ B
・定期的な身だしなみ指導 皆勤率

・日常的な出会い指導 部活動加入率

３　生徒の人権意識の高揚 ・生徒意識調査を活用しての実態把握・人権・同和教育ＬＨＲの充実

・差別に対する実践的態度の育成

・アンケートQUやいじめアンケートの活用

・全教職員による登校指導 Ａ Ｂ Ｂ B

４　進路実現の支援 ・補習、各種模試、小論文指導、面接指導の効果的な実施

・ハローワーク、支援センター、行政機関、就労･進学先等との連携

・進路志望調査に基づく企業訪問、求人開拓、学校訪問の推進 Ａ Ａ Ｂ A
・進路集会、講演会、各種ガイダンスなど適切な情報提供の機会を設ける

・定期的な生徒面談、保護者面談の実施

５　積極的な情報発信 ・ホームページのリニューアル

・地域で個別に学校説明会

・PTA会誌の充実を図る

・部活動交流など日頃からの交流と情報交換 Ａ Ｂ Ｂ B
･Webページによる情報発信

・「浜商トピックス」の作成・中学校配布（浜田市、江津市）

・生徒募集に繋がる魅力化事業の一環として、浜田市役所や県大との連携・交流

６　安全指導と危機管理 ・防災避難訓練の実施

・安全点検の実施

・救急法研修の実施

・保健だよりの発行 Ａ Ｂ Ｂ A
・スクールカウンセラーの活用

・生徒サポート委員会の充実

・ゴミの減量化

７　キャリア教育の推進 ・地域行事への積極的参加

・浜商デパート等の販売実習の充実

・課題研究の充実

・地元企業･行政との連携 Ａ Ａ Ｂ A
・各学年部と連携し、３年間を見通したつながりのある計画へと導く

・浜商デパート学びのマップ作成（各教科内容との関連付け）

評価アンケート Ａ Ａ Ｂ 同僚性を高めながら組織的に生徒支援
に努める。

引き続き生徒支援に努め活気ある魅力ある学
校づくりを推進する。 A

　 評価基準　　A（できている）＝４．０≧３．１　　　B（だいたいできている）＝３．０≧２．６　　C（やや不十分である）＝２．５≧１．０　　　D（不十分である）＝２．０≧１．０　　　　　（4.0満点中）

総合的に見て本校に入学して良かったと思いますか。

　
・寮がないので、市から補助をし
てもらうようにすることも必要。
・行政、商工会議所、地域等とス
クラムを組んで、アクションを起
こさないといけない。地域になく
てはならない学校、必要な学校と
して、市と一緒になって魅力化事
業に取り組んで欲しい。
・いきたくなる学校となるよう、
一人ひとりの生徒を大事にして欲
しい。
・生徒募集については、商業高校
としての魅力化を図れるような取
り組みを継続し、地域の住民や事
業所、県大など巻き込んだ活動を
展開してほしい。
・ホームページを含めた情報発信
を積極的に取り組んでほしい。
・様々な活動があるが、活動する
ときにはＴＶ、新聞等にアポを取
り、ＰＲして欲しい。
・昨年度に比べ本校に入学して良
かったと思う生徒数が増加してお
り、引き続き生徒にとり魅力ある
学校づくりに努めてほしい。
・いじめの発生状況、対応につい
てしっかりと調査を行い初期対応
に努めてほしい。
・検定試験対策について、色々な
工夫がされている。上位資格をさ
らに目指した取り組みをしてほし
い。
・就職だけでなく、進学、特に四
年制大学を目指す体制を充実させ
て欲しい。商業で学んだことを更
に深める体制を整えて欲しい。
・生徒募集については、中学校と
のパイプ作りも必要ではないか。
・浜商デパートは地元で成功して
いる。少しでも年々グレードを上
げていくことが大切。
・文化祭等の行事のリモート配信
をしっかりとアピールすべきであ
る。また、評議員などの学校関係
者へは事前案内をしてほしい。
・コロナ対応でのＥメッセージや
ホームページでの迅速な対応が評
価されており、引き続き危機管理
に努めてほしい。
・生徒募集、定員確保についての
ご意見をいただいた。来年度に向
け、浜田市コンソーシアムを中心
に学校の魅力化を地域と一体とな
り取り組んでいかなければならな
い。このコロナ禍の中で、いかに
本校の魅力化を外へ情報発信して
いくかが課題である。タイムリー
に浜田市内の中学校の生徒、保護
者、教員にしっかりとアピールし
認知される取り組みが必要であ
る。また、浜田市コーディネー
ターを軸に県大や地元企業、産
業、地域住民との方との連携が更
に重要である。校内外での意思疎
通や校内体制を構築し、教育活動
を校内に閉じずに取り組みたい。

　①キャリア教育について理
解を深め、その視点に立った
指導を展開してきたか。

　①適切な安全指導や危機管
理を行うことができたか。

　①ホームページを充実させ
ることができたか。

　①生徒面談等を通して生徒
理解や個に応じた進路支援に
努めているか。

　①人権・同和教育を充実さ
せ、人権意識を高めることが
できたか。

評価アンケート

評価アンケート

評価アンケート

意識調査

評価アンケート

評価アンケート

評価計画 学校関係者評価

・ICT機器やタブレットの活用を各教
科で推進し、生徒の主体的な学習を支
援した。
・教科主任会等での振り返りができな
かった。
・検定対策期間や平日補習、土曜日の
学習会などの取り組みで、検定の合格
率は上昇傾向である。

・外部団体と連携を取りながら系統的・計画
的に進路意識の醸成を図りたいのを・さらに
学年会ごとに連携を深め、キャリア教育全体
計画の各学年の重点目標に沿った３年間を見
据えたキャリア教育を推進していきたい。
・地域や行政を巻き込んだ取り組みをさらに
深め実践する。

・今年度は、各種講演会、ガイダンス
等、各学年会のご協力によりスムーズ
に実施できた。
・デパートにおける各教科横断的な学
びのマップの活用を進め、実社会との
関連付けを深める。
・デパートの販売実習では、昨年より
も売上、来場者数を伸ばすことができ
た。

・教職員の共通理解のもと、互いの人
権意識を育成できるように努めた。
・人権・同和教育学習のLHRに対する
情報提供をすることができた。
・意識調査や生徒・保護者からの訴え
を確認し、すぐいじめ防止委員会を開
いて対応した。
・意識調査の集計に時間がかかり、事
後指導への反映が課題である。

・学期に一度ずつ訓練等を実施し、避
難経路を確認、災害による避難場所の
確認、防災講話等により危機管理意識
を高めるよう努め、成果もあった。
・安全点検の結果に基づき、危険個所
の修繕など事務部で迅速な対応に努め
た。
・健康観察はクラスの状況把握に大変
重要であり、継続して取り組みたい。

・ホームページを刷新して、生徒、保
護者、教職員から好評を得ることがで
きた。
・PTA会誌の充実や浜商トピックスな
ど分掌を横断して取り組むことができ
た。
・生徒募集に関わることを教務部、総
務部、商業部等と協働して取り組むこ
とができた。
・コンソーシアムや魅力化の情報発信
の仕方が課題である。

　①教育の様々な場面を活用
して、生徒の主体的な行動を
引き出すことができたか。

　①わかりやすい授業を展開
して、生徒の基礎学力を向上
させたか。

令和2年度　学校評価（評価結果報告）　　　　　　　　　　　　　　　

２　主体的に行動できる生徒の育成

次年度への改善策

　
・今後も宿題・課題の精査とともに、苦手意
識のある生徒に対して、授業中や試験前の支
援を更に充実していく。
・授業公開の方法を改善し、中学校や地域へ
もアピールできる新教育課程編成に着手す
る。
・授業互見を行い、授業力の向上を図る。

・生徒会が自主的、積極的に呼びかけができ
るように支援したい。
・コロナ禍を想定し、学園祭等の活性化を図
る。部活動活性化の為、結果報告など工夫す
る。
・生徒会も挨拶運動などに主体的にかかわる
ように取り組む。

・人権、同和教育学習のLHRの教材の研究、
情報収集および人権・同和教育推進委員会の
活性化に取り組む。
･いじめは絶対許さない意識で、生徒の変化
や気持ちを受け止めて対応したい。
・調査の集計や分析を迅速に実施し、校内で
の共有を図る。
・伝達講習、情報提供を共有できる仕組みづ
くりを工夫する。

・生徒本人の志望、適性に応じた進路決定が
できるよう支援するという意識で進路指導を
行う。
・進路指導部を中心に各学年部と連携した、
キャリアパスポートの有効活用や生徒・保護
者への情報提供を図る。
・保護者、生徒へ紙面による情報提供をす
る。

・ホームページの計画的な更新等、今後もい
ろいろな角度から情報発信に努めたい。
・魅力化コーディネーターと協力して、浜商
の魅力化への取り組みを関係団体と更に推進
する。
・生徒募集の強化を分掌や外部と連携を取り
ながら、進めていく。
・横断的な分掌間での生徒募集につながる、
取り組み。
・行政と協働した高校魅力化の推進を図る。

・消防署・浜田市と連携しながらさらに防災
意識を高められるよう進めたい。
・危険個所の把握と修繕への迅速な対応、危
機の未然防止策の推進に努める今後も、健康
観察や健康情報の発信により、疾病やけがの
予防に努める。
・諸会議をさらに活性化し、要支援生徒の実
態把握と支援策の構築を図る。

島根県立浜田商業高等学校

・生徒会が主体的に積極的に取り組む
ように支援した。
・これからも学校行事、生徒会活動、
部活動の支援に全教職員で取り組む。
・学園祭等の活気がないこと。
・部活動の活性化とともに部活動の精
選。

・マナトレや補習等により、１年次よ
り学力が向上した。目標を持った生徒
の成績が国語、数学、英語でかなり向
上する結果が出た。
・3年生は、１００％の進路保障する
ことができた。
・キャリアパスポートの有効活用が課
題である。

　②検定試験対策を適切に実
施し、効果を上げたか。

評価アンケート

家庭学習時間調査

評価アンケート


